
直木賞１５０回記念 

～「平成の落選王はキミだ！？」解説～ 

受賞作あれば落選作あり、平成元年の第101回から150回までの間に、直木賞

にノミネートされた作品は296点に上ります。平成以降に、直木賞にノミネート

された作家は総勢１４６名、そのうち賞に輝いたのは６８名だけです。 

しかし、惜しくも受賞を逃した作品も、いずれも粒ぞろいの面白い小説がそろっ

ています。直木賞１５０回を機に、平成以降のノミネート作品を集めてみました。 

平成以降に最も多くノミネートされた作家は、宇江佐真理さん、東郷隆さんで６

回候補になっています。それに伊坂幸太郎さん、恩田陸さん等の５回が続きます。 

（歴代では、古川薫さんの落選９回（１０回目で受賞）という記録があります。） 

落選回数が多いということは、裏返せばそれだけ多くの優れた作品を書き続けて

いるということでもあります。ノミネート回数に心から敬意を払いたいと思います。 
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「直木賞」についての簡単な解説 
 

「直木賞」は「芥川賞」とともに、昭和 10 年(1935)に設けられ

ました。発案者は作家で文芸春秋の社主だった菊池寛です。『文芸

春秋』昭和 35 年 1 月号に両賞の制定宣言文が掲載され、この年の

8 月 10 日に第１回の結果が発表されました。記念すべき第 1 回受

賞者は川口松太郎氏でした。 

現在は、上半期（１～６月）・下半期（７～１２月）の発表作品を

対象に年２回、７月と１月に選考会が開かれ受賞作が決定します。 

敗戦後の中断期間を経て今日まで約 80 年間、時代の様々な変化

を映しながら続いてきました。149 回までの受賞作家は 177 名、

今回で１５０回を迎えます。芥川賞とともに、受賞がニュースにな

る文学賞はこれだけともいわれる、日本で最も有名な文学賞です。 
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